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Ａ．研究目的 

1. カテコラミン誘発多形性心室頻拍（CPVT）は

運動や、カテコラミンの上昇するような状況で、

多形性心室頻拍、心室細動を引き起こす遺伝性不

整脈である 1。このうち50%以上のものがリアノジ

ン受容体（RyR2）の変異が原因であることが分か

っている 2。RyR2は心筋と同時に脳にも発現して

おり、CPVT患者は知的障害を同時に合併するの

ではないかとの仮説に基づき検討を行った。 

2. CPVTは予後不良の遺伝性不整脈であり10年

間で20〜40％の患者が死亡するとされている。

また発症年齢は10代がピークであり、若年性突

然死の原因として本症が挙げられている。CPVT

の予後を改善するために種々の薬剤、デバイスが

研究要旨 

［目的］カテコラミン誘発多形性心室頻拍（CPVT）は運動や、カテコラミンの上昇するよう

な状況で、多形性心室頻拍、心室細動を引き起こす遺伝性不整脈である。リアノジン受容体

（RyR2）の変異をもつ CPVT 患者の臨床的特徴を検討した。さらに CPVT の予後を決めるた

めの因子を検討するために研究を行った。 

[結果] RyR2 変異のある 250 名の CPVT 患者のうち知的障害を認めたものは 18 例(7%)で平均

年齢は 9.0 ± 4.6 歳、16 例(89％)に症状を認め、そのうち 2 例は心肺停止蘇生例であった。17

例(94%)は運動中、Holter 心電図、もしくは薬剤負荷試験で心室性不整脈を認めた。13 例

(72％)に上室性不整脈を合併していた。8 例は発作性心房細動で、3 例はそれ以外の上室性頻

拍であった。7.9 ± 7.2 年の経過観察中、8 例(47%)が不整脈関連症状(心肺停止蘇生例 4 例、心

肺停止 2 例を含む)を認めた。9 例(50％)に ICD が植込まれ、4 例に左星状神経節切除術が施行

された。88 例の患者で検討を行った。男では 34 例中 6 例（19%）、女では 59 例中 3 例

（5％）が突然死しており、男に突然死が多い傾向があった。（P=0.0624）β遮断薬が使用さ

れていた 74 例中 9 例が突然死しており、β遮断薬不使用 14 例例中突然死はいなかったが、統

計学的に有意差は認めなかった。（P＝0.3460）フレカイニドを使用していた例では突然死例は

いなかったが、フレカイニドを使用していなかった例では 68 例中 9 例（13％）で突然死して

おり、フレカイニドが突然死予防に有効である可能性が示されたが統計学的に有意差は認めら

れなかった。（P＝0.1007） 

［結論］CPVT 患者では知的障害の発現頻度は一般人口に比較して多く、上室性、心室性不整

脈の発症もより重篤な例が多いことが判明した。CPVT 男性では予後不良の可能性が高く、注

意深い経過観察と運動制限が必要である。またβ遮断薬投与のみでは突然死予防には不完全

で、フレカイニド投与が予後を改善させる可能性があることが示された。CPVT の診断のため

には遺伝子診断が重要であり、臨床診断がはっきりした症例では 80〜90％に RyR２または

CASQ2 の遺伝子異常が検出される。今後、CPVT に対する遺伝子診断の保険収載が必要と思

われる。 



 

使用されてきた。CPVTの予後を決めるための因

子を検討するために研究を行った。 

Ｂ．研究方法 

1. 日本とオランダの6つの施設から登録のあっ

たRyR2変異のある250例のCPVT患者のうち

知的障害を合併する患者を選び、その臨床的特

徴を検討した。 

2. 国内の多施設にCPVT登録用のアンケートを

送り、その結果を元に本研究を行った。統計学

的検討はJMP version9.0.2を用い、P<0.05を

もって有意差ありと判定した。 

（倫理面への配慮） 

患者情報は非表示として個人情報の流出に配慮

した。 

Ｃ．研究結果 

1. 知的障害のあるCPVTの検討 

RyR2変異のある250名のCPVT患者のうち知

的障害を認めたものは18例(7%)であった。この

内10例(56%)は男性であった。診断時の平均年

齢は9.0 ± 4.6歳で、14例に家族の遺伝子検査

を行い、10例(71%)がde novoの変異を認め

た。16例(89％)に症状を認め、そのうち2例は

心肺停止蘇生例であった。17例(94%)は運動

中、Holter心電図、もしくは薬剤負荷試験で心

室性不整脈を認めた。13例(72％)に上室性不整

脈を合併していた(図1)。8例は発作性心房細動

で、3例はそれ以外の上室性頻拍であった。知的

障害の程度は、軽度から重度であり、その他の

神経発達障害を7例(39%)に認めた。全例β遮断

薬を服用しており、10例(59％)は flecainide

を、2例(12%)はverapamilを併用していた。7.

9 ± 7.2年の経過観察中、8例(47%)が不整脈関

連症状(心肺停止蘇生例4例、心肺停止2例を含

む)を認めた。9例(50％)に ICDが植込まれ、4

例に左星状神経節切除術が施行された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 CPVTに知的障害を合併した患者の運動負

荷心電図（本報告の中の1例、文献3より引用） 

A心房細動 

B多形性心室頻拍 

   C atenolol投与後には多形性心室頻拍は抑制

されたが、接合部頻拍を認める。 

2. 本邦のCPVTに関する予後の検討 

 93例の患者が登録された。性別は男34例（3

7％）、女59例（63％）で若干女性が多かった。

発症年齢は11.3±7.7歳で、経過観察期間8.5±7.8

年であった。 

1) 発見時年齢分布 

発見時年齢は5歳〜15歳が66例（71％）と大半

を占めていた。（図1）0〜20歳の性別では男34

例（40％）、女51例（60%）と女性が多かった

が、20歳以上では女性8例（100％）と全例が女

性であった。（図2） 

 

図2 発見時年齢分布 
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2) 遺伝子診断結果 

 

 
図3 遺伝子診断結果 

RyR2：リアノジン受容体遺伝子異常、RyR2

(-)：リアノジン受容体遺伝子異常なし、CASQ

2：カルセクエストリン遺伝子異常、ND：遺伝

子結果未確認 

上段は20歳未満、下段は20歳以上の遺伝子診

断結果 

遺伝子診断が行われていたのは全体で46例（4

9％）であった。20歳未満ではRyR2遺伝子異

常が35例（41％）に、CASQ2遺伝子異常が2

例（2％）に発見された。遺伝子検査を行なった

41例中37例（90％）に遺伝子異常を認めたこ

とになる。20歳以上では8例中4例（50％）に

RyR2遺伝子異常を認め、1例は遺伝子異常が検

出されなかった。遺伝子検査を行なった5例中4

例（80％）に遺伝子異常が検出された。 

 

3) 家族歴の有無 

  

図3 家族歴の有無 

sporadic：家族歴なし、familial：家族歴あり、

上段は20歳未満、下段は20歳以上 

全86家系中、家族歴のあるものは4家系のみで

あり、全ては20歳未満の発症症例であった。 

4) 性別での予後の検討 

男女で突然死の比率を検討すると、男では34

例中6例（19%）、女では59例中3例（5％）が

突然死しており、男に突然死が多い傾向があっ

た。（P=0.0624）（図4） 

 

 

 

 

 

35
41%

2
2%

4
5%

44
52%

Juvenile

RyR2

CASQ2

RyR2(-)

ND

4
50%

1
12%

3
38%

Adult

73
95%

4
5%

Juvenile

sporadic

familial

8
100%

Adult



 

            P=0.0624 

 

図4 性別での予後の比較 

Male：男、Female：女、Alive：生存、SD：突

然死（以下同様） 

5) 遺伝子異常の有無での予後の検討 

遺伝子検査を行っていない例が47例でその

内8例が突然死しており、リアノジン受容体(R

yR2)異常を認めたものが39例で1例が突然

死、RyR2異常を認めない例が5例、カルセク

エストリン遺伝子異常を認めた例が2例であっ

たがいずれも突然死例はいなかった。統計学的

には有意差を認めなかった。（P=0.0716）（図

5） 

            P=0. 0716 

 

図5 遺伝子異常の有無での予後の検討 

ND：遺伝子検査施行せず、RyR2：リアノジン

受容体異常あり、RyR2(-)：リアノジン受容体異

常なし、CASQ2：カルセクエストリン遺伝子異

常あり 

6) β遮断薬使用の有無での予後の検討 

proporanolol 41例、atenolol 11例、bisoprolol 

6例、carvedilol 11例、carteolol 3例、metopr

olol 3例、nadolol 3例、pindolol 1例、と種々

のベータ遮断薬が使用されていた。β遮断薬が

使用されていた79例中9例が突然死しており、

β遮断薬不使用14例例中突然死はいなかった

が、統計学的に有意差は認めなかった。（P＝0.3

460）(図6) 

              P=0.3460 

 

図6 β遮断薬使用の有無での予後の検討 

ß blocker：β遮断薬使用、None：β遮断

薬不使用 

7) フレカイニド使用の有無による予後の検討 

Naチャネル遮断薬としては、ジソピラミ

ド1例、メキシレチン6例、フレカイニド25

例が使用されてた。フレカイニドを使用して

いた例では突然死例はいなかったが、フレカ

イニドを使用していなかった例では68例中9

例（13％）で突然死しており、フレカイニド

が突然死予防に有効である可能性が示された

が統計学的に有意差は認められなかった。（P

＝0.1007）（図7） 
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図7 フレカイニドの有無による予後の検討 

Flecainide：フレカイニド使用例、None：

フレカイニド不使用例 

Ｄ．考察 

1. 知的障害の発現頻度は一般人口に比較してC

PVT患者では多いことが判明した。また上室

性、心室性不整脈の発症もより重篤な例が多い

ことが判明した。 

一般人口における知的障害の頻度は1〜3%と

報告されており 4, 5、今回の報告の18例(7%)と

比較して明らかに少ない。CPVT患者は約7倍

の頻度で知的障害を合併することになる。 

現在までRyR2変異をもつCPVTにてんかん
6, 7や、ADHD8、軽度の知的障害 9を合併したと

いう報告がある。 

今回の症例では、上室頻拍の発生頻度が高

く、心房筋のCa伝達異常に関与することが考え

られる 10-12。 

2. 本研究では統計学的に有意差はなかったが、

CPVT男性での予後が悪く、フレカイニドが予

後を改善する傾向があることがわかった。また

遺伝子型は予後には無関係であり、治療として

はβ遮断薬は必ずしも突然死を予防できないこ

とが示された。 
Ｅ．結論 
CPVT患者では知的障害の発現頻度は一般人口

に比較して多く、上室性、心室性不整脈の発症

もより重篤な例が多いことが判明した。CPVT

男性では予後不良の可能性が高く、注意深い経

過観察と運動制限が必要である。またβ遮断薬

投与のみでは突然死予防には不完全で、フレカ

イニド投与が予後を改善させる可能性があるこ

とが示された。CPVTの診断のためには遺伝子

診断が重要であり、臨床診断がはっきりした症

例では80〜90％にRyR２またはCASQ2の遺伝

子異常が検出される。今後、CPVTに対する遺

伝子診断の保険収載が必要と思われる。 
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[国内学会] 
1. 戸田紘一、飛田和えりか、小柳喬幸、小島拓朗、

葭葉茂樹、小林俊樹、岩崎美佳、岡田公章、保

土田健太郎、枡岡 歩、鈴木孝明、住友直方：



 

先天性心疾患術後不整脈に対する静注アミオ

ダロンの有効性、安全性に関する検討、Progr

ess in Medicine. 2016; 36(suppl 2): 1755-

1757 

2. 熊本 崇、住友直方、趙 麻未、安原 潤、小島

拓朗、清水寛之、葭葉茂樹、小林俊樹、岡 健

介、片岡功一：左室自由壁副伝導路を介する p

ermanent form of junctional reciprocating 

tachycardia (PJRT)の乳児例、心臓, 2015; 

47(supple 2): 44-49 

3. 越 麻未、安原潤、熊本崇、清水寛之、小島

拓朗、霞葉茂樹、小林俊樹、住友直方：頻拍

停止後にニアミス乳幼児突然死を起こしたW

PW症候群と左室心筋線密化障害を合併した

乳児例、Therapeutic Research. 2015; 36(1

0): 948-51 

4. 熊本崇、住友直方、霞葉茂樹、趨麻未、安原

潤、小島拓朗、清水寛之、小林俊樹、保土田

健太郎、宇野吉雅、析岡歩、鈴木孝明：房室

結節リエントリー頻拍との鑑別を要したJunc

tiona1 Ectopic Tachycardia (JET) の大動

脈離断症術後乳児例、Therapeutic Researc

h. 2015; 36(10): 959-64 

5. 趙 麻未、安原 潤、熊本 崇、清水寛之、小島

拓朗、葭葉 茂樹、小林俊樹、住友直方：WPW

症候群、左室心筋緻密化障害を合併した乳児に

対するアミオダロンの使用経験、Progress in 

Medicine. 2016; 36 (Supple 1): 420-423 

6. 連 翔太、住友直方、今村知彦、長田洋資、

戸田紘一、中野茉莉恵、小柳喬幸、小島拓

朗、葭葉茂樹、小林俊樹、森 仁：His束近

傍の副伝導路に対しクライオアブレーション

を行なった3小児例. Therapeutic Research 

2017; 38(10): 101-105  
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[国際学会] 
1. Naokata Sumitomo: Key Note of Joint Se

ssion AEPC and JSPCCS: Screening and 

prevention of sudden cardiac death in th

e general paediatric population, Associatio

n of European Pediatric Cardiology 2015, 

Prague, Czech, 2015.5. 21 

2. o：Current topics of cathecolaminergic poly

morphic ventricular tachycardia, Japanese

 Heart Rhythm Society & Japanese Socie

ty of Electrocardiology 2015, Tokyo, 2015.

7.30 

3. Naokata Sumitomo: Invited Lecture; Re-sy

nchronization therapy in pediatric cardiol

ogy, CHD preceptorship, Barcerona, Spai

n, 2015.10.19 

4. Naokata Sumitomo: Invited Lecture; Expe

rience and prophylaxis recommendations 

of palivizumab in Japan, CHD preceptors

hip, Barcerona, Spain, 2015.10.20 

5. Naokata Sumitomo: Invited Lecture; Chall

enges of LQTS in children, In Genetics 

7: Latest in the Clinical and Genetic Asp

ects of congenital LQTS, 8th Asian Pacifi

c Heart Rhythm Society Scientific Sessio

ns 2015, Melbourne, Australia, 2015.11.21 

6. Naokata Sumitomo: Invited Lecture; Retur

n of sinus rhythm late after pacing a chi

ld with complete heart block: Is it ever s

afe to remove the device? In Paeds 9: Pa

ediatric EP Matters for Judgement, 8th 

Asian Pacific Heart Rhythm Society Scie

ntific Sessions 2015, Melbourne, Australi

a, 2015.11.22 

7. Naokata Sumitomo: Invited Lecture; Japa

nese Heart Disease Screening in Schools, 

2nd Annual Think Tank on Prevention of

 Sudden Cardiac Death in the Young: De

veloping A Rational, Reliable & Sustaina

ble National Health Care Resource, Mia

mi, USA, 2016. 2.18 

8. Naokata Sumitomo: Invited Lecture, Cong

enital Heart Disease and Inherited Arrhy

thmia, In Sudden Cardiac Death Prevent

ion in Children and CHD Patients Spons



 

ored by PACES, Asian Pacific Heart Rhy

thm Society 2016, Seaul, South Korea, 2

016.10.14 

9. Naokata Sumitomo: Return of sinus rhyth

m late after pacing a child with complete

 heart block: Is it ever safe to remove th

e device?, 7th World Congress of Pediatri

d Cardiology and Ccardiac Surgery 2017, 

Barcelona, 2017.7.20 

10. Naokata Sumitomo: Specific Pharmacolog

ical Therapy in patients with Catecholam

inergic Polymorphic Ventricular Tachycard

ia, Invited Symposium Specific Pharmacol

ogical Therapy for Inherited Arrhythmias,

 64th Japanese Hearrt Rhythm Sciety & 

Asian Pacific Heart Rhythm Society 201

7, Yokohama, 2017.9.15 

11. Naokata Sumitomo: Landiolol in Pediatri

c Cardiology Control of the HEART rate 

in inFant and child arrhythmias Using L

andiolol (HEARTFUL) study, Invited Sym

posium 68 Antiarrhythmic Agents for Ref

ractory Tachyarrhythmia in Pediatric Car

diology Patients （Including Adult Conge

nital Heart Disease）, 64th Japanese Hea

rrt Rhythm Sciety & Asian Pacific Heart 

Rhythm Society 2017, Yokohama, 2017.9.

16 

12. Naokata Sumitomo: Catecholaminergic P

olymorphic Ventricular Tachycardia updat

e, Invited Symposium Diagnosis and trea

tment for genetic arrhythmia in children, 

64th Japanese Hearrt Rhythm Sciety & 

Asian Pacific Heart Rhythm Society 201

7, Yokohama, 2017.9.17 

13. Krystien V. Lieve, Judith M. Verhagen, 

Christian van der Werf,  Freek van den 

Heuvel, Wataru Shimizu, Akihiko Nogam

i, Hitoshi Horigome, Harry J. Crijns, A. 

Christian Blank, Ans C. Wiesveld, Nico 

A. Blom, Naokata Sumitomo, Irene de G

raaf-van de Laar, Arthur A. Wilde: Linki

ng the heart and the brain: Neuropsychi

atric abnormalities in patient with catech

olamindrgic polymorphic ventricular tachy

cardia, Heart Rhythm 2015, Boston, US

A, 2015.5.15 

14. Christian van der Werf, Krystien V. Liev

e, Sami Viskin, Prince J. Kannankeril, Ai

ba Takeshi, Frederic Sacher, Wataru Shi

mizu, Naokata Sumitomo, Albert R. Wille

ms, Maurits J. van der Veen, Andrew D. 

Krahn, Antoine Leenhardt, Arthur A. Wil

de: Five-year follow-up of patients receivi

ng flecainide for catecholaminergic polym

orphic ventricular tachycardia, Heart Rhy

thm 2015, Boston, USA, 2015.5.15 

15. Hiro Kawata, Seiko Ohno, Naokata Sum

itomo, Moritoshi Funasako, Tsukasa Kam

akura, Ikutaro Nakajima, Heima Sakagu

chi, Aya Miyazaki, Koji Miyamoto, Yuko 

Y. Inoue, Hideo Okamura, Takashi Noda,
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ositive CPVT patients before and after op

timal medical treatment. Importance of e

xercise restriction and avoidance of emoti

onal stress especially in younger patient. 

Heart Rhythm 2015, Boston, USA, 2015.
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16. Naokata Sumitomo, Takashi Kumamoto, 

Jun Yasuhara, Hiroyuki Shimizu, Takuro 

Kojima, Shigeki Yoshiba, Toshiki Kobayas

hi, Ami Cho, Akiko Komori, Masataka K

ato, Hirofumi Watanabe, Hiromi Okuma, 

Yuriko Abe, Shino Chinen, Hiroshi Kami

yama, Mamoru Ayusawa: Characteristics 

of pediatric Brugada Syndrome, Associati

on for European Pediatric Congenital Car
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a Sakaguchi, Mari Iwamoto, Hideaki Ued
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yohiro Takigiku, Jun Yoshimoto, Naoki O

hashi, Kazuhiro Takahashi, Taketo Anze: 

A prospective multicenter, open-label stud
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29. Tomohiko Imamura, Naokata Sumitomo, 

Shota Muraji, Hitoshi Mori, Akiko Komor

i, Noriyuki Iwashita, Takayuki Oyanagi, 

Takuro Kojima, Shigeki Yoshiba, Toshiki 

Kobayashi：Characteristics of Pediatric B
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[国内学会] 
1. 住友直方：遺伝性不整脈、ACHD 診療 basic c

ourse，診療の state of art、第 12 回成人先天

性心疾患セミナー、東京、2015.6.28 

2. 住友直方：小児の遺伝性不整脈、第 15 回九州・

沖縄小児救急医学研究会、宮崎、2015.8.8 

3. 住友直方：日本の学校心臓検診の現状と問題点、

平成27 年度学校医研修会、津、2015.9.13 

4. 住友直方：小児の遺伝性不整脈、第 19 回福島県

小児循環器研究会、福島、2015.10.10 

5. 住友直方：器質的心室頻拍（先天性心疾患）、

日本不整脈学会カテーテルアブレーション関

連秋期大会2015、カテーテルアブレーショ

ン研修セミナー, 福島、2015.10.17 

6. 住友直方：特別講演；小児不整脈の進歩、第3 回

 日立の医療を考える会、日立、2015.10.28 

7. 住友直方：1 枚の心電図からの予後推定(1):2 次

検診以降の精査方法、学校検診ワークショップ 

特別講演、第 20 回日本小児心電学会、静岡、2

015.11.28 

8. 住友直方：特別講演、遺伝性不整脈、ICD 友の

会・講演会、東京、2015.12.5 

9. 住友直方：特別講演；小児の不整脈について、土

屋小児科連携医療研究会、久喜、2016.2.15 

10. 住友直方：特別講演、胎児、新生児の不整脈、

第 32 回山形不整脈研究会、山形、2016.6.17 

11. 住友直方：特別講演、当直に役立つ不整脈診



 

療・基礎から応用、東京医科歯科大学小児科マ

ンデーセミナー、東京、2016.6.20 

12. 住友直方：特別講演、小児の遺伝性不整脈、第

287 回新潟循環器談話会、新潟、2016.7.2 

13. 住友直方：特別講演、小児の遺伝性不整脈、第

25 回大分心電図研究会、大分、2016.7.29 

14. 住友直方：特別講演、小児の不整脈、第21 回

桜越会、川越、2016.9.8 

15. 住友直方: 特別講演、CPVTの最近の話題、

遺伝性不整脈と心疾患、第29 回九州小児不

整脈研究会、佐賀、2016.10.30 

16. 住友直方：特別講演、学校心臓検診と小児不整

脈、第 26 回茨城県小児循環器研究会、筑波、

茨城、2016.11.2 

17. 住友直方：特別講演、胎児、新生児、乳児の不

整脈、第20 回ゆずの木周産期病診連携セミナ

ー、 坂戸、2017.1.23 

18. 住友直方：教育講演、WPW 症候群に対するカ

テーテル治療戦略、第 28 回日本JPIC 学会、

東京、2017.1.27 

19. 住友直方：小児の遺伝性不整脈、EP Expert

カンファレンス、福岡、2017.4.15 

20. 住友直方：学校心臓検診における心電図で注意

すべきポイント、日本不整脈心電学会第18 回

心電図判読セミナー、函館、2017.7.15 

21. 住友直方：学校心臓検診のガイドラインについ

て、第 61 回九州ブロック学校保健・学校医大

会、平成29 年度九州学校検診協議会（年次大

会）、佐賀、2017.8.6 

22. 住友直方：CPVT、第 32 回 犬山不整脈カン

ファランス 2017.8.19 

23. 住友直方：学校心臓検診における心電図で注意

すべきポイント、教育講座 2 メディカルプロフェ

ッショナルに伝えたい！心電図の基本的な読み

方、64th Japanese Hearrt Rhythm Sciety 

& Asian Pacific Heart Rhythm Society 2

017, Yokohama, 2017.9.17 

24. 住友直方：成人先天性心疾患の不整脈カテーテ

ル治療、第65 回日本心臓病学会、成人先天性

心疾患問題検討委員会セッション、大阪、2017.

9.29 

25. 住友直方：学校心臓検診のガイドラインと小児の

不整脈、新潟不整脈シンポジウム 、新潟、201

8.2.3 

26. 住友直方：How to use cryoablation for ch

ildren、第51回日本小児循環器学会、東京、

2015.7.17 

27. 住友直方：小児の不整脈に対するデバイス治

療の現状と問題点、JHRS & JCE 2015, 東

京、2015.7.31 

28. 三谷義英, 大槻祥一郎, 淀谷典子, 大橋啓之, 

澤田博文, 太田邦雄, 住友直方：児童生徒の

心臓性突然死防止に向けて：学校検診と救急

蘇生の新たなエビデンス、第51回日本小児

循環器学会、東京、2015.7.17 

29. 住友直方：日本小児循環器学会ジョイントシ

ンポジウム、市民による除細動の時代の児童

生徒、若年成人の心臓性突然死対策、不整脈

からみた小児突然死、第63回日本心臓病学

会 、横浜、2015.9.18 

30. 住友直方：遺伝性不整脈と先天性心疾患，先

天性心疾患-突然死予防のためのup-date-、

第8回植込みデバイス関連冬季大会、北九

州、2016.2.6 

31. 住友直方：シンポジウム III、学校心臓検診

の問題点、第63回日本小児保健協会学術集

会、大宮、2016.6.25 

32. 住友直方、堀米仁志、三浦 大、小野 博、鈴木

嗣敏、佐川浩一、牛ノ濱大也：シンポジウム4最

新の不整脈診断と治療、小児の頻脈性不整脈を

対象としたランジオロールの前向き多施設共同

治験（HEARTFUL study）；小児の臨床試験

立案の経験から、第52回日本小児循環器学会、

東京、2016.7.6 

33. 住友直方：ミニシンポジウム2学校心臓検診ガイ

ドラインの解説、日本の学校心臓検診の現状と

問題点、第52回日本小児循環器学会、東京、20

16.7.7 

34. 戸田紘一、飛田和えりか、小柳喬幸、小島拓

朗、葭葉茂樹、小林俊樹、岡田公章、岩崎美



 

佳、保土田健太郎、枡岡 歩、鈴木孝明、住

友直方:シンポジウム II「アミオダロンの役割

と今後の展望」先天性心疾患術後不整脈に対

するアミオダロンの有効性、第21回アミオ

ダロン研究会、東京、2016.910.1 

35. 住友直方：シンポジウム 14 小児の内科的ス

ポーツ障害、心臓突然死、不整脈、第27回日

本臨床スポーツ医学会、幕張、千葉、2016.1

1.6 

36. 住友直方：シンポジウム 11 学校心臓検診今

後の問題、学校心臓検診 -今後の課題 -、第 5

3 回日本小児循環器学会、浜松、2017.7.9 

37. 牛ノ濱大也、住友直方：シンポジウム 11 学

校心臓検診今後の問題、学校心臓検診で抽出

すべき心疾患、第 53 回日本小児循環器学会、

浜松、2017.7.9 

38. 安原 潤, 小林俊樹, 熊本 崇, 小島拓朗, 清水

寛之, 葭葉茂樹, 住友直方：上室性頻拍を合

併した成人心房中隔欠損症に対する経皮的心

房中隔欠損閉鎖術後の長期経過、第51回日

本小児循環器学会、東京、2015.7.16 

39. 岩本眞理, 長嶋正實, 吉永正夫, 住友直方：学

校管理下における突然死と心肺蘇生の状況に

ついて、第51回日本小児循環器学会、東

京、2015.7.17 

40. 熊本 崇、住友直方、安原潤、清水寛之、小

島拓朗、葭葉茂樹、小林俊樹、細田隆介、枡

岡 歩、宇野吉雅、鈴木孝明：Partial anoma

lous pulmonary venous connection(PAPV

C)修復術；Williams法後の一過性洞機能低

下についての検討、第51回日本小児循環器

学会、東京、2015.7.18 

41. 堀米仁志、高橋一浩、石川康宏、林 立申、

加藤愛章、中村昭宏、野崎良寛、高橋実穂、

住友直方、岩本眞理、吉永正夫：主成分分析

と独立成分分析を用いた先天性QT延長症候

群のT波の解析 －LQT1とLQT3における

解析－、第51回日本小児循環器学会、東

京、2015.7.18 

42. 倉岡彩子、牛ノ濱大也、井福俊充、中村 

真、佐川浩一、石川司朗、住友直方、大野聖

子、堀江 稔：カテコラミン感受性多形性心

室頻拍CPVTに対する当院での治療経験、第

51回日本小児循環器学会、東京、2015.7.17 

43. 枡岡 歩、細田隆介、宇野吉雅、加藤木利

行、住友直方、鈴木孝明：当院における先天

性心疾患・小児例へのペーシングデバイス治

療の現況、第51回日本小児循環器学会、東

京、2015.7.17 

44. 趙 麻未、安原 潤、熊本 崇、清水寛之、

小島拓朗、葭葉茂樹、小林俊樹、住友直方：

WPW症候群、左室心筋緻密化障害を合併し

た乳児に対するAmiodaroneの使用経験、第

20 回アミオダロン研究会、東京、2015.10.3 

45. 趙 麻未、安原 潤、熊本崇、清水寛之、小

島拓朗、葭葉茂樹、小林俊樹、住友直方：

2：1房室ブロックを呈した先天性QT延長症

候群の新生児例、第47回埼玉不整脈ペーシ

ング研究会、埼玉、2015.12.12 

46. 熊本 崇、住友直方、安原 潤、小島拓朗、清水

寛之、葭葉茂樹、小林俊樹、保土田健太郎、宇

野吉雅、枡岡 歩、鈴木孝明：一時体外ペーシン

グワイアー抜去後に緊急手術を要した心タンポ

ナーデ症例の検討、第52回日本小児循環器学

会、東京、2016.7.7 

47. 熊本 崇、住友直方、趙 麻未、安原 潤、小島拓

朗、清水寛之、葭葉茂樹、小林俊樹、宇野吉雅、

枡岡 歩、鈴木孝明：当院におけるASD・VSD術

後の一時体外ペーシングワイアー留置に対する

実態調査～全例ペーシングワイアー留置は必

要か？～、第52回日本小児循環器学会、東京、

2016.7.7 

48. 吉永正夫、堀米仁志、住友直方、長嶋正實、牛

ノ濱大也、田内宣生、岩本眞理、泉田直己、阿

部勝己、緒方裕光、高橋秀人：新しい「小児心電

図の基準値」を用いた小児期肥大型心筋症の心

電図抽出基準に関する検討、第52回日本小児

循環器学会、東京、2016.7.8 

49. 小柳喬幸、戸田紘一、小島拓朗、葭葉茂樹、

小林俊樹、住友直方：当院で経験した拡張型



 

心筋症の乳幼児例、第25回日本小児心筋疾患

学会、東京、2016.10.8 

50. 戸田紘一、森 仁、小柳 喬幸、小島拓朗、

葭葉 茂樹、小林俊樹、住友直方：繰り返す

悪心・嘔吐で発見された心室頻拍の１例、埼

玉循環器談話会、川越、2016.11.5 

51. 森 仁、住友直方、戸田紘一、小柳喬幸、小

島拓朗、葭葉茂樹、小林俊樹、加藤律史、岩

永史郎、西村重敬、村松俊裕、松本万夫：房

室結節リエントリー性頻拍にHis束近傍の副

伝導路を介する房室回帰頻拍を合併した小児

例、第21回日本小児心電学会、名古屋、201

6.11.19 

52. 森 仁、住友直方、戸田紘一、小柳喬幸、小

島拓朗、葭葉茂樹、小林俊樹、加藤律史、岩

永史郎、西村重敬、村松俊裕、松本万夫：房

室結節リエントリー性頻拍にHis束近傍の副

伝導路を介する房室回帰頻拍を合併した小児

例、第49回埼玉不整脈研究会、さいたま市、

2016.12.10 

53. 森 仁、住友直方、戸田紘一、小柳喬幸、小

島拓朗、葭葉茂樹、小林俊樹、加藤律史、岩

永史郎、西村重敬、村松俊裕、松本万夫：Hi

s束近傍の副伝導路に対してFreezor Xtraに

より治療に成功した小児例、第29回臨床不整

脈研究会、東京、2017.1.14 

54. 森 仁、住友直方、戸田紘一、小柳喬幸、小

島拓朗、葭葉茂樹、小林俊樹、加藤律史、岩

永史郎、西村重敬、村松俊裕、松本万夫：房

室結節リエントリー性頻拍にHis束近傍の副

伝導路を介する房室回帰頻拍を合併した小児

例、第243回日本循環器学会関東甲信越地方

会、東京、2017.2.4 

55. Jun Yasuhara, Takashi Kumamoto, Taku

ro Kojima, Hiroyuki Shimizu, Shigeki Yo

shiba, Toshiki Kobayashi, Naokata Sumit

omo: Predictors of early postoperative arr

hythmias in children after Fontan operat

ion, Japanese Heart Association 2017, 金

沢、2017.3.17 

56. 加藤雅崇、飯田亜希子、渡邉拓史、小森暁

子、阿部百合子、中村隆広、神保詩乃、神山 

浩、鮎沢 衛、住友直方、深町大介、加藤真

帆人: 進行性心臓伝導障害（PCCD）に心房

粗動，緻密化障害を合併し，急性冠症候群を

発症した若年女性の一例、郡山セミナー、郡

山、2017.4.22 

57. 小柳喬幸、今村知彦、中野茉莉恵、長田洋

資、連 翔太、戸田紘一、小島拓朗、葭葉茂

樹、小林俊樹、住友直方、尾澤慶輔、細田隆

一、岩崎美佳、保土田健太郎、枡岡 歩、鈴

木孝明：当院でBerlin heart を装着した心

筋症の2例, 第79回埼玉循環器談話会、大

宮、2017.5.20 

58. 森 仁、住友直方、加藤律史、戸田紘一、小

柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂樹、小林俊樹、松

本万夫：両側大腿静脈閉塞を伴うJatene術

後の心房粗動に対して両鎖骨下静脈からアブ

レーションを行った一例、カテーテルアブレ

ーション関連大会2017、札幌、2017.7.7 

59. 戸田 紘一, 小林 俊樹, 小柳 喬幸, 小島 拓朗, 

葭葉 茂樹, 住友 直方：先天性心疾患周術期

の不整脈に対するアミオダロンの有効性、第

53 回日本小児循環器学会、浜松、2017.7.7 

60. 杉谷 雄一郎, 牛ノ濱 大也, 佐川 浩一, 石川 

司朗, 住友 直方：WPW症候群における学校

心臓健診の意義と問題点、第 53 回日本小児

循環器学会、浜松、2017.7.8 

61. 小柳 喬幸, 戸田 紘一, 小島 拓朗, 葭葉 茂樹, 

小林 俊樹, 住友 直方：当院で経験した乳幼

児期発症の拡張型心筋症の予後、第53 回日

本小児循環器学会、浜松、2017.7.8 

62. 鈴木 博, 住友 直方, 星野 健司, 江原 英治, 

高橋 一浩, 吉永 正夫：小児QT短縮症候群

の臨床像と遺伝学的特徴、第 53 回日本小児

循環器学会、浜松、2017.7.9 

63. 小柳喬幸、連 翔太、戸田紘一、小林俊樹、

住友直方：当院でBerlin heart を装着した

心筋症の2例、第169 回日本小児科学会埼玉

地方会、さいたま市、2017.9.17 



 

64. 連 翔太、住友直方、今村知彦、長田洋資、

中野茉莉恵、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂

樹、小林俊樹：学校心臓検診で発見された心

房粗動の1例、第80回埼玉小児循環器談話

会、大宮、2017.10.21 

65. 連 翔太、住友直方、今村知彦、長田洋資、

中野茉莉恵、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂

樹、小林俊樹： 永続性接合部回帰性頻拍時の

左室内血流とエネルギーロス、第37回日本

小児循環動態研究会、秋田、2017.10.28 

66. 長田洋資、住友直方、今村知彦、連 翔太、

中野茉莉恵、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂

樹、小林俊樹、尾澤慶輔、岩崎美佳、保土田

健太郎、枡岡 歩、鈴木孝明：失神で発見さ

れた徐脈頻脈症候群の1女児例、第22回日

本小児心電学会、徳島、2017.11.24 

67. 連 翔太、住友直方、今村知彦、長田洋資、

中野茉莉恵、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂

樹、小林俊樹、森 仁：Rhythmia®を用い

た前中隔副伝導路の房室回帰性頻拍の一例、

第22回日本小児心電学会、徳島、2017.11.2
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68. 今村知彦、住友直方、連 翔太、長田洋資、

中野茉莉恵、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂

樹、小林俊樹、加藤昭生、上田秀明：極型F

allot 四徴症心内修復術後に合併したATP感

受性心房頻拍の1例、第22回日本小児心電

学会、徳島、2017.11.24 

69. 堀米仁志、泉田直己、住友直方、牛ノ濱大

也、田内宣生、岩本眞理、吉永正夫、長嶋正

實：QT延長症例におけるQT時間自動計測

のピットフォール、第22回日本小児心電学

会、徳島、2017.11.24 

70. 森 仁、住友直方、加藤律史、連翔太、今村

知彦、岩下憲行、長田洋資、戸田紘一、中野

茉莉恵、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂樹、小

林俊樹、松本万夫：2つの房室結節を介する

回帰性頻拍に対してアブレーションを行なっ

た房室中隔欠損、Fontan術後の1例、第16

回平岡不整脈研究会、熱海、2017.12.10 

71. 森 仁、住友直方、加藤律史、連翔太、今村

知彦、岩下憲行、長田洋資、戸田紘一、中野

茉莉恵、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂樹、小

林俊樹、松本万夫：2つの房室結節を介する

回帰性頻拍に対してアブレーションを行っ

た、房室中隔欠損、Fontan術後の1例、第

51回埼玉不整脈研究会、さいたま市、2017.

12.16 

72. 今村知彦，住友直方，連 翔太，長田洋資，

中野茉莉恵，小柳喬幸，小島拓朗，葭葉茂

樹，小林俊樹，森 仁，尾澤慶輔，岩崎美

佳，保土田健太郎，枡岡 歩，鈴木孝明：2度

の心肺停止蘇生後に左冠動脈無冠動脈洞起始

と診断された小児例、第30回心臓性急死研

究会、東京、2017.12.16 

73. 今村知彦，住友直方，連 翔太，長田洋資，

中野茉莉恵，小柳喬幸，小島拓朗，葭葉茂

樹，小林俊樹，森 仁，尾澤慶輔，岩崎美

佳，保土田健太郎，枡岡 歩，鈴木孝明：2度

の心肺停止蘇生後に左冠動脈無冠動脈洞起始

と診断された小児例、毛呂山日高成育医療カ

ンファレンス、埼玉、2017.12.18 

74. 森 仁、住友直方、加藤律史、連翔太、今村

知彦、岩下憲行、長田洋資、戸田紘一、中野

茉莉恵、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂樹、小

林俊樹、松本万夫：単心室症に対するGlenn

術後の心房頻拍に対してentrainmentペーシ

ングによる詳細なマッピングを行なった幼児

例、第30回臨床不整脈研究会、東京、2018.

1.13  

75. 連 翔太、住友直方、今村知彦、小柳喬幸、

葭葉茂樹、小林俊樹、森 仁、柴田映道、岩

下憲行、安原 潤： Glenn術後単心室に合併

したATP感受性心房頻拍に対して高周波カ

テーテルアブレーションを行なった1例Suc

cessful radiofrequency catheter ablation o

f ATP sensitive atrial tachycardia inpatie

nt with single ventricle post bilateral bidi

rectional Glenn procedure、第29回日本P

ediatric Interventional Cardiology学会、福



 

岡、2018.1.18 

76. 今村知彦、住友直方、連 翔太、森 仁、小

森暁子、岩下憲行、長田洋資、中野茉莉恵、

小柳喬幸、小島拓郎、葭葉茂樹、小林俊樹 ：

小児AVNRTに対する cryoablation後の再発

リスク因子の検討Risk factor of recurrence

 after cryoablation for pediatric AVNRT、

第29回日本Pediatric Interventional Cardi

ology学会、福岡、2018.1.18 

77. 今村知彦、住友直方、連翔太、森仁、小森暁

子、岩下憲行、長田洋資、中野茉莉恵、小柳

喬幸、小島拓郎、葭葉茂樹、小林俊樹：小児

に対する着用型自動除細動器（WCD）の適

応と問題点、第10回デバイス関連冬季大

会、横浜、2018.2.12 

78. 中野茉莉恵、今村知彦、長田洋資、連 翔

太、小柳喬幸、小島拓朗、葭葉茂樹、小林俊

樹、住友直方、尾澤慶輔、岩崎美佳、保土田

健太郎、枡岡 歩、鈴木孝明：肥大型心筋症

の合併が疑われ心室細動から救命された大動

脈弁狭窄症の一例、第25回東京循環器小児

科治療Agora、東京、2018.2.10 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得    なし 

2. 実用新案登録  なし 

3. その他     なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


